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日/（曜日）

　

　

可・否

（1８号）

11日～
１８日

申請書提出期日

内　　　容

申請農地現地調査

農
業
委
員
会
だ
よ
り

大
宜
味
村

平成26年 ４月 １日（火 ）
編集・発行　大宜味村農業委員会

１０（木）

☎０９８０－４４－３４７７

耕
作
さ
れ
た
元
気
な
畑
か
ら
村
の
未
来
が
見
え
ま
す

。

１８（金） 執行部会及び議案書作成

２５日 第3２回農業委員会総会

農業委員会　４月予定表

件　　　　　　　　　　　　　　名

　　基盤整備法利用権設定について

　　非農地証明について

件数

第１４期　第３1回総会議題結果報告（平成２６年3月２５日開催）

28 可

1 可

議案第７5号

議案第７6号

購読料 ： 月額600円

年間購読7.200円
発 行 ： 毎週金曜日
申込み ： 農業委員会事務局
連絡先 ： 44-3477 担当：宮城

農
地
利
用
の
効
率
化
や
高
度

化
等
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
進

め
る
た
め
、
農
業
委
員
会
が
作

成
す
る
農
地
台
帳
及
び
地
図
が

法
律
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す

（
農
地
法
の
一
部
改
正
）

《
台
帳
と
地
図
の
作
成
》

農
業
委
員
会
が
一
筆
の
農
地
ご
と
に
、

①
農
地
の
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
住
所

②
農
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面

積③
農
地
に
地
上
権
、
永
小
作
権
、
質
権
、

使
用
貸
借
に
よ
る
権
利
、
賃
借
権
又
は

そ
の
他
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す

る
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

こ
れ
ら
の
権
利
を
有
す
る
者
の
氏
名
又

は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
借
賃
等
（
農

地
法
第
43
条
第
２
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
第
39
条
第
１
項
の
裁
定

に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
補
償
金
を
含

む
）
の
額

④
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事

項
を
記
載
し
た
農
地
台
帳
及
び
地
図
を

磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
も
っ
て
調
製
し
ま
す
。

《
公
表
》

農
業
委
員
会
は
農
地
台
帳
に
記
録
さ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
、
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
表

し
ま
す
。

た
だ
し
、
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人

の
権
利
・
利
益
を
害
す
る
も
の
、
そ
の

他
、
公
表
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も

の
は
公
表
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

募
集
：

第
１
回
：
平
成
26
年
4
月
１
日
（
火
）
～

４
月
30
日
（
水
）

第
２
回
：
平
成
26
年
６
月
10
日
（
火
）
～

７
月
11
日
（
金
）
必
着

実
施
期
間
：

第
１
回
：
平
成
26
年
５
月
15
日
（
木
）
～

９
月
上
旬

第
２
回
：
平
成
26
年
７
月
31
日
（
木
）
～

11
月
上
旬

実
施
内
容
：

入
門
講
座
：
講
座
制
研
修(

沖
縄
県
全
般
の

入
門
知
識) 【

土
地
改
良
区
で
耕
作
し
て

い
る
農
家
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
】

こ
の
た
び
、
農
地
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
農
地
台
帳
の
整
備
が
法
定
化

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
農
業
委

員
会
は
、
農
地
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情

報
（
所
有
者
、
耕
作
者
、
契
約
の
有
無

な
ど
）
を
明
ら
か
に
し
、
公
開
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
が
創
設
さ
れ

ま
す
。

こ
れ
は
、
将
来
に
渡
っ
て
地
域
の
農
業

を
担
う
「
中
心
的
経
営
体
」
（
人
・
農

地
プ
ラ
ン
に
記
載
さ
れ
た
農
家
）
に
対

し
、
村
内
の
農
地
を
効
果
的
に
集
め
、

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
を
支
援
す
る
新

し
い
公
的
機
関
で
す
。

《
お
知
ら
せ
！
！
》

新
規
就
農
者
及
び
就
農
予
定
者
向
け
、
平

成
26
年
度
就
農
サ
ポ
ー
ト
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

目
的
：

就
農
を
予
定
し
て
い
る
他
産
業
従
事
者

や
Ｕ
タ
ー
ン
青
年
等
な
ど
が
、
農
作
業
に

関
す
る
基
礎
的
な
知
識
及
び
技
術
を
取
得

で
き
る
講
座
制
研
修
や
農
作
業
の
体
験
研

修
を
実
施
し
ま
す
。

農地台帳等の法定化【位置づけを明確化】

《
情
報
の
利
用
》

都
道
府
県
、
市
町
村
、
農
業
委
員
会

は
、
農
地
に
関
す
る
情
報
を
内
部
で
利

用
す
る
と
と
も
に
、
他
の
地
方
公
共
団

体
等
に
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。(

全
国
農
業
会
議
所
パ
ン
フ

抜
粋)農

地
法
が
法
定
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
農
地
に
対
す
る
農
地
地
権
者
の
責
任

が
伴
い
ま
す
。

今
一
度
、
所
有
農
地
は
、
誰
が
耕
作

し
て
い
る
の
か
確
認
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
今
期
の
３
月
議
会
に
於
い
て

農
家
台
帳
登
録
し
て
い
る
農
家
に
対
し

て
、
堆
肥
20
％
、
み
の
り
に
つ
い
て
は

50
％
の
補
助
が
26
年
度
予
算
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

村
は
、
今
後
『
が
ん
ば
る
農
家
を
支

援
す
る
』
と
農
家
支
援
を
重
点
施
策
と

し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

農
家
・
行
政
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
が
村
の
農
業
振
興
に
つ
な
が
り
ま
す
。

基
礎
実
習
：
農
業
体
験
研
修
（
野
菜

・
花
き
・
果
樹
・
肉
用
牛
の
基
礎
実
習

な
ど
）

農
業
研
修
：
実
践
研
修
（
農
業
生
産

法
人
な
ど
で
の
実
践
研
修
）

問
合
せ
先
：
沖
縄
県
営
農
支
援
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
８‐

８
６
６‐

２
２
８
０

※

開
催
要
領
や
申
込
み
書
は
大
宜
味
村

産
業
支
援
産
業
課
及
び
農
業
委
員
会
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
に
向
け
、
現

在
の
農
地
の
利
用
状
況
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
「
土
地
改
良
区
で
耕
作
し

て
い
る
農
家
さ
ん
へ
、
各
担
当
農
業
委
員

と
農
地
調
整
委
員
が
、
伺
い
ま
す
の
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
合
せ
先
：

大
宜
味
村
農
業
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
８
０(

４
４)

３
４
７
７

担
当
：
佐
久
本
薫
（
農
地
調
整
委
員
）

農
地
法
改
正
に
伴
う
農
地
利
用

状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
！

茶どころ大宜味 復活へ！

２０１４(平成２６)３月３１日(月)

琉球新報掲載

茶
農
家
山
城
勝
則
さ
ん
（
謝
名

城
）
は
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
導

入
さ
れ
た
火
入
れ
仕
上
げ
機
な
ど

を
利
用
し
、
お
茶
の
６
次
産
業
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

山
城
さ
ん
は
「
大
宜
味
産
の
お

茶
を
多
く
の
人
に
飲
ん
で
ほ
し

い
」
と
”
お
茶
ど
こ
ろ
大
宜
味
”

に
復
活
に
意
気
込
み
を
見
せ
る
。

山
城
さ
ん
の
茶
畑
で
は
９
年
前

か
ら
苦
み
の
少
な
い
茶
葉
「
さ
え

み
ど
り
」
を
無
農
薬
で
育
て
て
い

る
。肥

料
も
お
茶
の
若
葉
か
ら
作
っ

た
酵
素
な
ど
自
然
の
も
の
に
こ
だ

わ
る
。

今
年
の
一
番
茶
の
収
穫
は
約
３

１
０
㎏
で
昨
年
の
2
倍
以
上
。
山

城
さ
ん
は
「
色
が
よ
く
出
て
出
来

も
い
い
」
と
太
鼓
判
を
押
す
。

「
ま
だ
ま
だ
味
を
引
き
出
せ
る
は

ず
。
多
く
の
人
が
安
心
し
て
飲
め

る
お
い
し
い
お
茶
を
作
り
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
た
。



2014年（平成26年）４月１日（火）

環境保全・
赤土流出防止普及活動

平成25年１４期３０回執行部会

h26.2.20(木)

平成26年１４期３１回総会

h26.3.25(火)

どろどろドラゴン

赤土ザウルスだ～！

かっこいい～！

大宜味村環境保全作物ＰＲ（12品目出品）

ｈ26．3.16（日）コープ牧港

司会進行：やぎのシル―赤土流出防止対策推進イベント
どろどろドラゴンお披露目・「赤土ザウスル」絵

本お披露目

※村内：２保育所・４小学校・中学校・辺土名高

校・各字公民館へ贈呈

ｈ26．3.4（火）・塩屋公民館

郵便局にも置いて

ますので皆さん是

非読みに来て下さ

いね！（大宜味郵

便局長）

絵本の読み聞かせ・絵本の贈呈

八重瀬町の２保育園 ｈ26.３．２７（木）

ｈ25年度も

お疲れ様

でした！

ベチバーは

ね・・・

赤土コント
出演：やぎのシル―、比嘉貢野、

台本：比嘉貢野 作


